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能登半島地震の発生をみても、日本ではあちこちで大きな災害が発生し、
増加してきています。災害が起こると健康面にいろいろな影響をもたら
しますが、平時から持病があれば、なお悪化する可能性があります。世の
中には疾病を持っておられる方に向けた多くの災害への備えに関する
パンフレットが紹介されています。日頃から備えることが大切であり、
被災地への派遣経験を踏まえ、一緒に備え方を考えていきたいと思います。

藍野大学大学院 看護学研究科
研究科長・藍野大学 医療保健学部
看護学科　教授

西上　あゆみ氏
大阪府立公衆衛生専門学校看護学科卒、兵庫県立大学
博士（看護学）。大阪府立病院看護師（現：大阪急性期・
総合医療センター）、淀川キリスト教病院看護師、大阪
府立看護大学助手、梅花女子大学看護学部准教授を経
て、2018年4月より藍野大学医療保健学部教授に就任。日本災害医学会評議員。

にしがみ

第 7回

18:00-19:20

災害関連死を防ぐ備え方
月9.9

風景画には「遠景」を描くことが多く、単なる背景なのか、遠くの景色
はその主題となる景物がどこに位置するのか、どこから見ているのか
など、場所や方角を暗示することがあります。ランドマークの登場は、
その土地の誇りを浮き彫りにもします。幕末から明治にかけての大坂・
大阪を描写した浮世絵「浪花百景」の遠景ともなっている四天王寺五重
塔を眺めつつ、それらは絵画においていかなる働きを見せるものなのか
を考えてみたいと思います。

大阪学院大学　国際学部　教授

永田　雄次郎氏
1949年、大阪市生まれ。関西学院大学大学院文学研
究科修士課程修了。鹿児島大学、広島大学、関西学院
大学を経て、大阪学院大学国際学部教授、関西学院大
学名誉教授。専攻は日本美術史。近代における日本文
化と西洋文化の関係を研究テーマとしている。主な著
書に『たからづか学 まちの姿と歴史文化が語る宝塚』
［共著］（2017 関西学院大学出版会）、『薩摩の絵師たち 』［共著］（1998 春苑堂出版）
など。

ながた ゆうじろう
第 8回

13:00-14:20

見覚えのある大阪の風景
―「浪花百景」に描かれる遠景描写を中心に

土9.14

皆さんは韓国ドラマを見て、不思議に思ったことはありませんか？「なぜ
この場面でこの料理？」、「感情表現をそこまでする？」など、より深く韓
国文化を知ることでこのような疑問が分かるかもしれません。ドラマを例
に韓国の様々な文化を紹介します。
※2024年度 大阪女学院大学・短期大学
　ウヰルミナ公開講座と共催

大阪女学院大学・短期大学　専任講師

金　姫淑氏
2000年に韓国のソウルから来日、大阪外国語大学国際
文化学科日本語コース卒業、大阪外国語大学大学院言
語社会専攻博士前期課程日本コース修士(言語文化学) 
取得後、駐大阪韓国文化院世宗学堂で韓国語教員とし
て5年間10代から80代までの受講生を指導、2014
年から大阪女学院大学・短期大学で韓国語非常勤講師
として勤務し、2022年から現職に至る。一人一人の受講生の要望に耳を傾けて、
学習効果を高める授業をするためのカリキュラム作成、指導方法の研究を続けている。

きむ ひすく
第 9回

13:00-14:20

韓国ドラマから読み解く韓国文化
土9.21

円安の追い風もあって2024年のインバウンド需要はCOVID-19流行
拡大前の2019年を超えると予測されています。大きな経済効果が認
められる観光は、地域の経済振興や雇用創出に繋がる一方で、オーバー
ツーリズムによる弊害や文化の変容など負の影響も指摘されています。
大阪・関西万博を1年後に控え観光に注目が集まる中で、地域で暮らす
人々の幸せに繋がる観光のあり方について考察します。

大阪経済大学　国際共創学部　教授

大和　里美氏
大阪市立大学博士（創造都市）、神戸大学修士（経営学）、
中小企業診断士。シンクタンクやテーマパーク運営会
社などの企業で勤務した後、太成学院大学、奈良県立
大学、ロンドン大学東洋アフリカ研究学院日本研究セン
ター（客員研究員）を経て2024年4月より現職。専
門は観光マーケティング・地域マーケティング。

やまと さとみ
第 10回

18:00-19:20

持続可能な地域づくりと
観光の在り方を考える金9.27
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●災害関連死を防ぐ備え方
（9月9日開催）：9月5日（木）まで

●見覚えのある大阪の風景
―「浪花百景」に描かれる遠景描写を中心に
（9月14日開催）：9月12日（木）まで

●韓国ドラマから読み解く韓国文化
（9月21日開催）：9月19日（木）まで

●持続可能な地域づくりと観光の在り方を考える
（9月27日開催）：9月25日（水）まで

https://forms.gle/6Nx6wATPQqPJ1wkg6

大阪地域の高等教育や地域社会の一層の活性化を図りながら、地域の発展に貢献することを目的とした大阪
府、大阪市、大阪商工会議所、大学コンソーシアム大阪の産官学による地域連携プラットフォーム。2018年
９月に発足以降、大阪・関西における社会課題や地域課題の解決に向けて様々な活動を展開しています。

大阪府内地域連携プラットフォームとは
https://www.consortium-osaka.gr.jp/platform/

大阪府内地域連携プラットフォーム事務局　（NPO法人　大学コンソーシアム大阪　事務局：プラットフォーム担当）
電　話：06-6344-9560　メール：osaka-pf★conso-osaka.jp　（★を＠に変えてください）

問い合わせ先

本テーマに興味・関心のある地域住民の方をはじめ、どなたでも
対 　 象

ZOOM（オンライン）
会 　 場

無　料
受 講 料

下記URLまたは右のQRコードより必要事項をご入力のうえお申込みください。
お申し込みいただいた方には大阪府内地域連携プラットフォーム事務局より
受講に関するご案内をメールでお送りします。

申込方法

■本講座はオンライン講座です。インターネットに接続可能なパソコン、
　スマートフォン、タブレット端末をご用意のうえ、ご参加ください。
■本講座の受講は、事前にお申し込みされた受講者のみ可能です。受講者には
　各講座の開催前日までにZOOMへのアクセス用URLをお知らせします。
■講座ごとに申込締切が異なりますのでご注意ください。
■講座の参加者による写真や動画、音声の記録は禁止とさせていただきます。
■お申し込みいただいた個人情報は、適切な方法で管理し、今回の公開講座に
　使用する以外の目的での使用並びに第三者への提供及び開示は行いません。

注意事項


